
ノロウイルス対策のひとつとして、調理従事者の糞便検査が重要です。

特に10月～3月の期間のノロウイルス検査は、症状がある方は勿論のこと、健康保菌者を確認し

感染拡大を防ぐために大変効果的です。

※組合員様特別価格

・検査料金 2,950円／1検体（税別）
・検査容器代 50円／1検体（税別）

料 金

検体送料につきましては、お客様でご負担願います（宅配便クール冷蔵指

定）

備 考

１～３営業日ご報告日数

RT-PCR法による遺伝子増幅法検査検査方法

ノロウイルス検査

検便検査をお考えの

全国旅館ホテル組合員様へ

病原菌を保有していても、症状が出ない人（健康保菌者）がいます。健康保菌者が調理作業を

行った結果、食中毒事故につながるケースがあります。このような食中毒事故を未然に防ぐ為、

定期的な腸内細菌検査（検便）の実施が不可欠です。

腸内細菌検査（検便）

※組合員様特別価格

300円／1検体（税別）
料 金

検体送料につきましては、定期的実施分は弊社で負担いたします。追加実施分

につきましては、お客様でご負担願います。

備 考

3～5営業日ご報告日数

サルモネラ菌、腸チフス菌、パラチフスA菌、赤痢菌、腸管出血性大腸菌O-157検査項目

詳細についてのお問合せは、

うら面の問合せフォームをFAXください

当社よりご連絡させていただきます

検便検査は、食中毒菌保菌者を早期に発見する大切な検査です

定期的に行うことにより、食中毒事故を予防する事ができます



問合せフォーム（全国旅館ホテル組合員様専用）問合せフォーム（全国旅館ホテル組合員様専用）問合せフォーム（全国旅館ホテル組合員様専用）問合せフォーム（全国旅館ホテル組合員様専用）

FAX ０４４－３３３－１６５５０４４－３３３－１６５５０４４－３３３－１６５５０４４－３３３－１６５５

ＪＦＥ東日本ジーエス㈱ 食品衛生調査センター 宛

※必要事項をご記入のうえFAXください。当社よりご連絡させていただきます。

E-Mail

ご担当者名

□説明依頼 □見積依頼

□その他（ ）

問合せ

F A XT E L

〒

住 所

貴社名

食品の原料や、製造・加工・調理過程などで、食品が細菌に汚染されると、食中毒の原因となる

ことが多くその衛生管理には細心の注意を要します。安全な食品を提供するためには、定期的

に検査を行い、衛生状況を把握・管理することが重要です。

食品細菌検査

検査内容、検体数に応じて御見積いたします。

下記問合せフォームよりお問合せください。

料 金

一般生菌数、大腸菌群、大腸菌、黄色ブドウ球菌、サルモネラ菌、腸炎ビブリオ

菌、耐熱性芽胞菌、乳酸菌、セレウス菌、ウェルシュ菌、カンピロバクター菌、

腸管出血性大腸菌（O-157）、真菌（カビ）
主な検査項目

食品を取り扱う施設の衛生状態を、専門の調査員による目視チェック、調理器具類の拭き取り

検査、食品の細菌検査結果を総合的に判定して調査します。

衛生管理レベルの向上・維持、食中毒事故防止のお手伝いをいたします。

環境衛生調査（手指、調理器具等の拭き取り細菌検査など）

検査内容、検体数に応じて御見積いたします。下記問合せフォームよりお問合

せください。現地調査につきましては、別途出張費が生じる場合がございます。

料 金

・スワブ式拭き取り検査（食品細菌検査と同一項目を実施）

・厨房、工場内の落下細菌及び落下真菌

主な検査項目
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